
石
油
、
天
然
ガ
ス
を
は
じ
め
、
最
近
は

先
端
産
業
に
不
可
欠
な
レ
ア
メ
タ
ル

が
注
目
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
経
済
の
動

向
を
左
右
す
る
多
く
の
資
源
に
恵
ま

れ
る
ア
フ
リ
カ
。こ
れ
ら
の
資
源
開
発

の
拡
大
と
資
源
価
格
の
高
騰
、
海
外
直

接
投
資
の
急
増
に
伴
い
、
２
０
０
０
年

以
降
、
ア
フ
リ
カ
は
着
々
と
経
済
成
長

の
歩
み
を
進
め
て
き
た
。さ
ら
に
、
9

億
人
を
超
え
る
巨
大
市
場
の
持
つ
可

能
性
は
、
国
際
社
会
の
大
き
な
関
心
を

集
め
る
。08
年
に
起
き
た
世
界
金
融
危

機
の
影
響
は
少
な
く
な
い
が
、
一
部
で

は
す
で
に
回
復
の
兆
し
も
見
え
て
い

る
。今
後
、
い
か
に
持
続
的
な
成
長
と

発
展
を
実
現
し
、
そ
の
恩
恵
を
貧
し
い

人
々
の
も
と
へ
と
届
け
て
い
く
の
か
、

そ
の
動
向
に
世
界
中
が
熱
い
視
線
を

送
る
。

　

ア
フ
リ
カ
の
成
長
の
加
速
化
と
持

続
的
な
経
済
発
展
を
押
し
進
め
る
原

動
力
と
し
て
、
今
、
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
、
複
数
の
国
々
を
結
ぶ
国
際

道
路
網
や
電
力
網
と
い
っ
た
広
域
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
だ
。
日
本
も
主
に
円

借
款
を
通
じ
て
、
貿
易
の
玄
関
港
と

内
陸
国
と
を
結
ぶ
「
経
済
回
廊
」、
水

力
発
電
施
設
や
送
配
電
網
な
ど
、
ア

フ
リ
カ
の
成
長
の
基
盤
と
し
て
不
可

欠
な
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

特
に
経
済
回
廊
は
、
物
流
の
〝
大

動
脈
〞
と
し
て
大
き
な
期
待
を
集
め

る
。
だ
が
、
そ
の
際
に
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
の
が
、
国
境
を
超
え

る
際
の
税
関
な
ど
の
手
続
き
の
問
題

だ
。
信
じ
が
た
い
話
だ
が
、
ア
フ
リ

カ
の
国
境
越
え
は
２
〜
３
日
か
か
る

の
が
当
た
り
前
。
中
に
は
10
日
間
待

つ
場
所
も
あ
る
。手
続
き
の
煩
雑
さ
、

国
境
職
員
の
能
力
不
足
、
国
境
施
設

の
未
整
備
な
ど
が
そ
の
弊
害
と
な

り
、
こ
う
し
た
時
間
的
ロ
ス
に
よ
っ

て
膨
ら
ん
だ
輸
送
コ
ス
ト
が
ア
フ
リ

カ
産
品
の
国
際
競
争
力
の
低
下
を
招

い
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
日
本
を
は
じ
め
と
し

た
国
際
社
会
の
注
目
の
的
が
、「
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
・
ボ
ー
ダ
ー
ポ
ス
ト（
Ｏ

Ｓ
Ｂ
Ｐ
）」。
そ
れ
ま
で
二
カ
国
が

別
々
に
行
っ
て
い
た
税
関
手
続
き
、

検
疫
、
出
入
国
審
査
を
両
国
が
共
同

で
実
施
し
、
一
度
で
済
ま
せ
る
と
い

う
画
期
的
な
仕
組
み
だ
。と
は
い
え
、

Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
を
適
切
に
運
用
す
る
た
め

の
ハ
ー
ド
ル
は
決
し
て
低
く
な
い
。

国
境
施
設
の
整
備
、
通
関
手
続
き
な

ど
に
か
か
る
法
整
備
、
書
類
・
手
続

き
の
電
子
化
、
さ
ら
に
、
国
境
施
設

職
員
の
能
力
向
上
な
ど
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
今
、Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
を
整
備
す

る
日
本
の
協
力
が
、「
南
北
回
廊
」
上

に
位
置
す
る
ジ
ン
バ
ブ
エ
｜
ザ
ン
ビ

ア
国
境
の
チ
ル
ン
ド
を
舞
台
に
行
わ

れ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
最
大
の
貨
物

取
扱
量
を
誇
る
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国

の
ダ
ー
バ
ン
港
か
ら
近
隣
諸
国
の
主

要
都
市
へ
と
続
く
南
北
回
廊
。
ま

さ
に
南
部
ア
フ
リ
カ
の
大
動
脈
と
も

い
え
る
ル
ー
ト
だ
。
近
年
は
、
銅
の

輸
出
が
好
調
な
ザ
ン
ビ
ア
の
影
響
で

交
通
量
が
増
加
。
チ
ル
ン
ド
で
も
１

日
に
２
０
０
台
を
超
え
る
貨
物
ト
ラ

ッ
ク
が
往
来
し
、
特
に
ジ
ン
バ
ブ
エ

か
ら
ザ
ン
ビ
ア
へ
と
向
か
う
北
上
ル

ー
ト
で
は
国
境
通
過
に
約
２
日
間
を

要
し
て
い
た
。

　

チ
ル
ン
ド
で
の
日
本
の
協
力
は
１

９
９
７
年
に
ス
タ
ー
ト
。
両
国
の
国

境
線
と
な
る
ザ
ン
ベ
ジ
川
に
か
か
る

旧
橋
の
老
朽
化
に
伴
い
、
無
償
資
金

協
力
で
新
チ
ル
ン
ド
橋
を
建
設
。
さ

ら
に
07
年
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
と
も

に
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
導
入
に
向
け
た
支
援
を

本
格
化
さ
せ
、
国
境
施
設
の
建
設
、

二
国
間
協
定
の
締
結
、
国
内
法
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
09
年
か
ら

は
、
両
国
の
国
境
職
員
を
対
象
に
Ｏ

Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
運
用
方
法
な
ど
に
関
す
る

研
修
も
実
施
。
そ
し
て
09
年
12
月
、

こ
う
し
た
支
援
が
実
を
結
び
、
ア
フ

リ
カ
初
の
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
運
用
が
チ
ル

ン
ド
で
始
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

物
流
の
大
動
脈
に
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ

輸
送
コ
ス
ト
の
低
下
を

希
望
の
大
陸
、
再
来
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チルンドOSBPに完成した新
しい貨物ターミナル。「OSBP
は越境時間を大幅に短縮す
るだけでなく、道路整備と比
較しても経済的で、費用対効
果の面でも有効」（吉田さん）

（右）入管、税関など、すべての手続きをここで行えるワン・ルーフ・システムを採用した新施設
（左）09年12月、OSBP施設の開通式で顔を合わせた、バンダ・ザンビア大統領（左端）とムガベ・ジンバブエ大統領

OSBPが導入される前に撮影されたチルンドの様子。越境手続きに
時間がかかるため、常にトラックが滞留していた

日本の無償資金協力で2002年に完成した新チルンド橋を渡るトラック
ジンバブエ

ザンビア

マラウイ

エリトリア

マダガスカル

ナイジェリア

セネガル

ウガンダ

ベナン
ブルキナファソ

タンザニア

南北回廊／チルンド

南アフリカ

コンゴ民主
共和国

ブルンジ

ケニア

マリ ニジェール

モロッコ



農
産
物
の
商
品
価
値
や
生
産
者
の
生

計
の
向
上
な
ど
、
輸
送
時
間
短
縮
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
波
及
効
果
が
期
待

さ
れ
る
。

　
「
ま
さ
に
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し

た
」
と
話
す
の
は
、Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｄ
※
１

事
務
局
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
吉
田
憲
正
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門

家
（
当
時
）。
ア
フ
リ
カ
で
は
ま
だ

Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
先
行
事
例
が
な
い
上
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
も
国
境
施
設
の

ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
は
初
の
試
み
だ

っ
た
の
だ
。

　
「
調
査
を
も
と
に
、
手
探
り
で
Ｏ

Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
土
台
を
構
築
し
て
い
き
ま

し
た
。
税
関
や
検
疫
な
ど
、
越
境
手

続
き
に
は
多
く
の
省
庁
や
組
織
が
か

か
わ
り
ま
す
。
各
機
関
と
の
調
整
や

合
意
を
積
み
重
ね
て
国
内
法
の
原
案

を
作
成
し
、
両
国
の
国
会
で
通
過
・

施
行
さ
せ
る
ま
で
、
と
て
も
長
い
道

の
り
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
運
用
開
始

に
伴
い
チ
ル
ン
ド
周
辺
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
環
境
整
備
も
開
始
し
て
い

る
。
チ
ル
ン
ド
で
は
、
手
続
き
を
待

つ
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
た
ち
も
使
用
す

る
水
・
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の

衛
生
施
設
の
未
整
備
、
ご
み
回
収
シ

ス
テ
ム
の
不
備
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
環
境
に
多
く
の
課
題
を
抱
え

る
。
そ
の
上
、
運
転
手
を
目
当
て
と

し
た
売
春
行
為
が
増
え
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
の
感
染
拡
大
も
深
刻
化
し
て

い
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
こ
う
し
た
課

題
解
決
に
向
け
た
状
況
把
握
、
問
題

分
析
、
改
善
策
の
検
討
の
た
め
に
、

２
０
１
０
年
2
月
に
は
短
期
青
年
海

外
協
力
隊
を
現
地
に
派
遣
し
た
。

　

近
年
の
経
済
成
長
の
陰
で
、
ア
フ

リ
カ
に
は
今
も
１
日
１
回
の
食
事
に

も
事
欠
く
貧
困
層
が
多
い
。
増
加
す

る
人
口
、
そ
し
て
１
９
９
０
年
代
後

半
か
ら
拡
大
し
続
け
る
コ
メ
の
需

要
｜
。
２
０
１
０
年
の
今
も
、
食
料

自
給
率
は
上
昇
せ
ず
、
多
く
を
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

こ
う
し
た
食
料
不
足
を
解
消
し
、

貧
困
削
減
に
向
け
た
支
援
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
の
が
、稲
作
振
興
だ
。

08
年
の
第
４
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
）
で
、
サ
ハ
ラ
以
南

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
コ
メ
の
生
産
量

倍
増
を
目
指
す
「
ア
フ
リ
カ
稲
作
振

興
の
た
め
の
共
同
体
」（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）

を
発
表
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
。
具
体
的
な

支
援
と
し
て
、
栽
培
環
境
に
応
じ
た

適
正
品
種
の
選
定
、
技
術
の
改
善
、

既
存
灌
漑
施
設
の
復
旧
・
整
備
、
住

民
に
よ
る
水
利
組
合
の
強
化
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
専
門
家
や
青

年
海
外
協
力
隊
が
、
乾
燥
や
害
虫
に

強
く
収
穫
量
の
多
い
「
ネ
リ
カ
米
」

※
２
の
普
及
も
進
め
て
い
る
。
そ
し

て
、
貧
困
削
減
と
同
時
に
、Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
も
名
を
連
ね
る
教
育
や
保
健
医

療
分
野
で
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
協
力
を
展

開
。
基
礎
教
育
の
就
学
率
と
質
の
向

上
や
、
医
療
従
事
者
の
育
成
、
乳
幼

児
・
妊
産
婦
死
亡
率
の
改
善
、Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
や
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
の

三
大
感
染
対
策
な
ど
を
強
化
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
幅
広
い
支
援
の
中
で

も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
変
わ
ら
ず
重
視
し

て
き
た
の
が
「
人
づ
く
り
」
だ
。
そ

の
一
つ
に
、
戦
後
、
日
本
の
製
造
業

部
門
の
飛
躍
的
発
展
に
貢
献
し
た
品

質
管
理（「
５
Ｓ
」※
３
や「
カ
イ
ゼ
ン
」）

の
手
法
を
活
用
し
た
「
き
れ
い
な
病

院
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
る
。
ア
フ
リ

カ
15
カ
国
を
対
象
に
07
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
の
協
力
で
は
、
５
Ｓ

や
カ
イ
ゼ
ン
を
病
院
管
理
に
取
り
入

れ
、
ス
タ
ッ
フ
の
自
主
的
な
取
り
組

み
と
創
意
工
夫
を
促
し
な
が
ら
、
職

場
環
境
の
改
善
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

質
・
安
全
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

研
修
で
は
、
各
国
の
病
院
代
表
者
と

保
健
省
行
政
官
が
、
日
本
の
医
療
現

場
に
加
え
、
５
Ｓ
を
取
り
入
れ
て
成

功
し
た
事
例
と
し
て
知
ら
れ
る
ス
リ

ラ
ン
カ
の
病
院
な
ど
を
訪
問
。
帰
国

後
、
研
修
中
に
作
成
し
た
活
動
計
画

を
も
と
に
、
各
国
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
活

動
や
、
５
Ｓ
の
手
法
を
紹
介
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
行
っ
て
い

る
。

　
「
病
院
内
が
目
に
見
え
て
清
潔
に

な
っ
た
」と
患
者
か
ら
評
判
な
の
は
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
南
西
部
・
ム
ベ
ヤ
病
院
。

か
つ
て
は
廊
下
が
モ
ノ
で
ふ
さ
が
っ

て
い
た
り
、
使
用
前
後
の
医
療
器
具

が
混
在
す
る
な
ど
、
病
院
環
境
や
医

療
の
安
全
性
な
ど
の
面
で
多
く
の
問

題
を
抱
え
、
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
も
低

か
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
施
設
内
の
整
理
整
頓
が
徹

底
さ
れ
、
カ
ル
テ
の
管
理
や
医
療
廃

棄
物
の
処
理
も
適
切
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
職
場
環
境
が

改
善
さ
れ
た
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
と
、
ア
フ
リ

カ
の
医
療
分
野
の
課
題
で
あ
る
人
材

の
定
着
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
、ム
ベ

ヤ
病
院
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
と

し
、
保
健
省
が
国
内
各
地
の
病
院
へ

同
様
の
手
法
の
普
及
を
進
め
て
い

る
。

　

サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
に
住
む
約

４
割
の
人
々
が
１
日
１
ド
ル
以
下
で

生
活
す
る
な
ど
、
依
然
多
く
の
課
題

を
抱
え
る
ア
フ
リ
カ
。
２
０
１
５
年

に
向
け
た
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の
見
通

し
も
厳
し
い
と
さ
れ
る
。
だ
が
一
方

で
、
豊
富
な
資
源
に
支
え
ら
れ
た
経

済
成
長
や
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で

開
催
さ
れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
新
時

代
の
幕
開
け
を
予
感
さ
せ
る
さ
ま
ざ

ま
な
動
き
が
各
地
で
生
ま
れ
て
い

る
。底
知
れ
な
い
可
能
性
に
満
ち
た
、

希
望
の
大
陸
・
ア
フ
リ
カ
。
新
時
代

へ
の
飛
躍
に
向
け
た
大
い
な
る
挑
戦

に
、
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

ア
フ
リ
カ
の
明
る
い

未
来
を
築
く
た
め
に
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チルンドでは、地方農村からモノを売りに来る人々
によって小さな市場が形成されているが、屋根や
壁がなく、今はビニール袋で雨風をしのいでいる状
態。今後のコミュニティー支援を通じた施設整備
に期待が寄せられる

ウガンダの農業試験場で、日本人専門家の指導のもとで栽培されているネリカ米。食料不足の解消と農民の生活
向上に役立つと期待されている（撮影：篠田有史）

※２ “New Rice for Africa”の略。
※３ 業務環境を改善するための「整理・整頓・清掃・清潔・しつけ」からなる5段階のプロセス。

※１ 2001年にアフリカ自身がアフリカ再生のために立ち上げた開発イニシアチブ。インフラ整備を経済成長と地域
　   統合促進の一手段とし、国際社会の支援を受けながら複数国に裨益するインフラ整備事業に取り組んでいる。

「きれいな病院プログラム」で福岡県飯塚市の飯塚病院を視察するアフリカの研修員

かつては乱雑だったムベヤ病院のカル
テ棚（左）も、今では「5S」の導入により
整然と管理されている（右）。わずかなミ
スが命を左右する医療現場だからこそ、
こうした業務環境の改善が不可欠だ




